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はじめに

茨城県は関東地方東部の太平洋側に位置し，本川・
支川を含めて大小約 350の河川と複数の海跡湖など
からなる恵まれた水域環境を有している（レイモン・

アザディ, 1983）．県西・県南・鹿行地域から県央南
部地域にかけての平野部には，国内最大の流域面積
（16,840 km2）をもつ利根川水系が広がっている．利
根川本川は県西・県南地域で鬼怒川水系や牛久沼を含
む小貝川水系，菅生沼を含む飯沼川水系などの支川と
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 *  ミュージアムパーク茨城県自然博物館総合調査調査員　〒 306-0622　茨城県坂東市大崎 700（Ibaraki Nature 
Museum, 700 Osaki, Bando, Ibaraki 306-0622, Japan）.

 **  茨城県水産試験場内水面支場　〒 311-3512　茨城県行方市玉造甲 1560（Ibaraki Prefectural Fisheries Research 
Institute, Freshwater Fisheries Branch, 1560 Tamatsukuriko, Namegata, Ibaraki 311-3512, Japan）.

 ***  茨城県農林水産部水産振興課　〒 310-8555　茨城県水戸市笠原町 978-6（Ibaraki Prefectural Fisheries Promotion 
Division, 978-6 Kasahara, Mito, Ibaraki 310-8555, Japan）.

 ****  （特非） 日本国際湿地保全連合　〒 103-0011　東京都中央区日本橋大伝馬町 17-1（Wetlands International Japan, 17-1 
Odenmacho, Nihonbashi, Chuo, Tokyo 103-0011, Japan）.

 *****  （一財） 自然環境研究センター　〒 130-8606　東京都墨田区江東橋 3-3-7（Japan Wildlife Research Center, 3-3-7 
Kotobashi, Sumida, Tokyo 130-8606, Japan）. 

 ******  飯館村生涯学習課　〒 960-1801　福島県相馬郡飯舘村草野字大師堂 17（Lifelong Learning Division, 17 Kusano, 
Taishido, Soma, Iitate, Fukushima 960-1801, Japan）.

 *******  茨城県立土浦第一高等学校　〒 300-0051　茨城県土浦市真鍋 4-4-2（Tsuchiura First High School, 4-4-2 Manabe, 
Tsuchiura, Ibaraki 300-0051, Japan）.

 ********  （一財） 地球・人間環境フォーラム　〒 111-0051　東京都台東区蔵前 3-17-3 蔵前インテリジェントビル 8 階（Global 
Environmental Forum, 8th Floor Kuramae Intelligent Bldg., 3-17-3 Kuramae, Taito, Tokyo 111-0051, Japan）.

 *********  茨城大学地球・地域環境共創機構水圏環境フィールドステーション　〒 311-2402　茨城県潮来市大生 1375（Water 
Environmental Field Station, Global and Local Environment Co-creation Institute, Ibaraki University, 1375 Ohu, Itako, 
Ibaraki 311-2402, Japan）.

茨城県自然博物館研究報告　Bull. Ibaraki Nat. Mus.,（25）: 79–94（2022）
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合流し，さらに鹿行地域（神栖市）で国内第 2位の湖
面積（220 km2）を有する霞ヶ浦（西浦，北浦，外浪
逆浦，北利根川，鰐川，常陸川の総称）からの流出水
とも合わさった後，広い河口域を経て太平洋へと注い
でいる．県央地域には那珂川水系があり，その最下流
部には関東地方唯一の天然の汽水湖である涸沼が位置
する．県北地域には久慈川水系のほか，花貫川水系や
大北川水系などの中小河川があり，源流域から感潮域
までの各環境もみられる．茨城県沖の海域では暖流 

（黒潮）と寒流（親潮）が交錯しており，県内河川の
河口域にもその影響がおよんでいる．このような水域
環境を反映し，本県の河川や湖沼で記録された淡水・
汽水魚類は 2016年時点で 126種におよぶことが報告
されている（加納ほか, 2016）．しかしながら，この種
数の算定は「茨城における絶滅のおそれのある野生動
物種の見直し検討委員会　淡水・汽水魚類分科会」に
おいてレッドリスト検討のために主に文献資料から作
成された県内淡水・汽水魚類リスト（暫定版の未公表
資料）に基づくものであり，証拠となる標本資料や写
真資料の精査は十分ではなかったため，それらを網羅
的に精査すれば追加もしくは削除される種が存在する
可能性がある．
これまでに茨城県内の河川や湖沼で記録された魚類
を扱った書籍はいくつも公表されている（例えば，レ
イモン・アザディ, 1983， 1987; 霞ヶ浦情報センター研
究委員会（編）, 1994; 猿渡ほか, 2006; 萩原・熊谷（編）, 
2007）．1956年以降には茨城県水産試験場が漁業対象
種の動向のモニタリングを主目的としながら，県内の
複数の水系で魚類相調査を実施している（丹下・加瀬
林, 1956; 加瀬林, 1958; 加瀬林・浜田, 1977; 赤野・位
田, 1979; 位田ほか, 1982; 小沼, 1983; 外岡・大川, 1985; 

中村, 1989; 中村・杉浦, 1998, 2000; 中村ほか, 2000; 野
内ほか, 2008; 根本ほか, 2011; 外山・山崎, 2022; 山崎・
外山, 2022）．また，1998年以降にはミュージアムパー
ク茨城県自然博物館が主体となって県内の各水域で魚
類相調査を実施している（浜田ほか, 1998; 増子・浜
田, 2001; 増子, 2004; 稲葉, 2007a）．さらに，茨城県内
の淡水・汽水魚類の生息分布状況は，学術雑誌（金
子ほか, 2011; 荒山ほか, 2012; 大森ほか, 2018; 内田ほ
か, 2018b），大学や博物館の紀要（戸澤・中澤, 1955; 

今村・堀, 1964; 岩見・宮崎, 1988; 小藤ほか, 1999; 稲
葉, 2007b; 土屋ほか, 2016; 萩原, 2017; 萩原ほか, 2018; 

内田ほか, 2018a; 外山ほか, 2019, 2021; 金子ほか, 2021,  

小林ほか, 2022），茨城生物の会の会誌「茨城生物」
（浅野, 1987; 稲葉, 1988, 1989, 1998, 1999, 2001a, 2001b, 

2002, 2004, 2010, 2015; 中村・稲葉, 1995; 稲葉ほか, 

1996; 斉藤, 1998; 山川ほか, 2018; 大森ほか, 2019; 内田
ほか, 2019, 2021）などでも報告されている．これらの
ほかに，県内の淡水・汽水魚類相を把握するうえで，
1963–1971年に資源科学研究所が利根川水系で実施し
た魚類調査の報告（建設省関東地方建設局, 1965; 水
資源開発公団・資源科学研究所, 1968, 1971）や，2003

年以降に国土交通省が県内主要河川（利根川水系・那
珂川水系・久慈川水系）で実施している河川水辺の
国勢調査のデータ（「河川環境データベース（http://

www3.river.go.jp/）」に掲載されているものだけでな
く，環境省のレッドリストに掲載されている種の未公
表情報を含むもの），2015年から環境省が霞ヶ浦で実
施している重要生態系監視地域モニタリング推進事
業（モニタリングサイト 1000）の報告（環境省自然
環境局生物多様性センター, 2020）なども貴重な情報
源となる．しかしながら，これまでに文献資料やデー
タベースに基づいて県内で記録された魚種のなかに
は，採集日や採集地点などの具体的な情報を欠く場合
や，証拠標本・写真が残されていない場合，誤同定の
可能性がある場合なども認められるため，情報の真偽
について精査することが不可欠である．また，分類
学的研究の進展に伴って，茨城県内に生息する魚種
についても種名が変更されたり，単一種が複数種に
細分されたりすることもある（例えば， Hosoya, 1982; 

Yamazaki and Goto, 1996; Hosoya et al., 2003; 明仁ほか, 

2013; Tominaga and Kawase, 2019など）．このような状
況下において，県内で確実に採集された魚種を抽出す
るには，既存の標本や写真を網羅的に再調査し，証拠
標本・写真の有無を整理することが不可欠である．こ
の再調査を実施することで，証拠標本・写真に基づく
茨城県産淡水・汽水魚類目録が作成されるとともに，
後年においても参照できる根拠資料が整備される．
近年，生物多様性の保全や生態系の持続可能な利用

の機運が高まるなかで，それぞれの地域の生物相につ
いての情報は，国や地域の自然環境の保全・再生に関
する政策の決定において極めて重要な役割を果たして
いる．例えば，岐阜県では県内の魚類相に関する情報
を文献や証拠標本も含めて網羅的に精査し魚類目録の
再検討を行うとともに，それらの科学的知見を絶滅危
惧種の選定や外来種の侵入状況の把握にも役立ててい
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る（向井ほか, 2012）．これまでに茨城県では，利根川，
涸沼，北浦などの一部の水域で証拠標本に基づく魚類
相の報告がなされてきたが（金子ほか, 2011, 2021; 大
森ほか, 2018; 内田ほか, 2021; 外山ほか, 2021），県内
全域を網羅した適切な淡水・汽水魚類目録は作成され
ていなかった．そこで本研究では，茨城県内の淡水域
から汽水域で確認された魚類に関する書籍と論文など
を網羅的に収集・整理し，博物館や研究機関などに保
管されている標本や写真も精査したうえで，2022年 5

月時点での茨城県産淡水・汽水魚類目録を作成した．

方　　法

茨城県内の淡水域から汽水域で確認された魚類に関
する書籍と論文などの 48編（表 1参照）を収集・整
理し，各資料に記載されている魚種名を抽出した．向
井ほか（2012）の方法を参考にして，一部の水域にお
ける古い魚類目録については，別の論文や書籍で適切
に引用され目録の更新も行われている場合に，より新
しい情報を引用の対象とした．また，「利根川」とい
った河川単位での記録の場合，茨城県と千葉県の両方
に接していることから，資料中の記述から県内と判断
できる種のみを抽出するように努めた．県内かどうか
判断できないものは県外の可能性がある記録として扱
った．なお，採集地と採集年代が明記されていない記
録や同定根拠が不明な聞き取り調査の記録はできる限
り除き，信頼性の高いデータのみを対象とした．
上記の一連の作業で収集した種名のリストから，ま
ず，淡水・汽水魚類（純淡水魚，通し回遊魚（両側回
遊魚，遡河回遊魚，降河回遊魚），汽水魚）のみを抽
出し，海水魚を除外した．この抽出作業に当たって，
魚類の生活史型の区分は加納ほか（2000）に従い（た
だし，河口魚の呼称を本報では汽水魚とした），各種
の各生活史型への決定は主に川那部ほか（編） （2001） 
と中坊（編） （2013）に基づいて行った．次いで，淡水・
汽水魚類の種リストに含まれる各種が，どの文献など
の記録であるかを整理した（表 1）．その際，岐阜県
産魚類目録の再検討を実施した向井ほか（2012）の方
法を参考にして，茨城県内の記録と考えられる種のう
ち，博物館や研究機関に標本もしくは写真が保管され
ているもの，文献中に具体的な採集地名とともに同定
可能な写真が掲載されているもの，形態から同定でき
ない場合に DNA解析などの手法で適切に種同定され

ているものを，それぞれ証拠に基づく確実な茨城県産
魚類とした．博物館標本については，ミュージアム
パーク茨城県自然博物館収蔵動物標本（INM-1）と水
戸市立博物館収蔵標本（MCM-Fi），国立科学博物館
収蔵魚類標本（NSMT-P）のデータベースをもとに現
物を確認した．ただし，スナゴカマツカ Pseudogobio 

polystictusについては記載論文である Tominaga and 

Kawase（2019）で用いられている茨城県産の標本番
号を引用した．証拠となる標本と写真の両方がない種
の記録は，過去に一時期だけ生息していたが証拠が残
されていない記録，極めて稀な偶発的記録もしくは誤
同定の可能性がある記録と判断した．分類学的進展に
より種が細分化され単一種を指さなくなった和名，あ
るいは調査時に同定できなかったために用いられた混
称については，魚類目録から除外可能か検討した．現
在，茨城県に分布する種の古い地方名と判断できるも
の（例えば，モツゴの古い地方名のイシモロコ）は誤
同定とせず，現在の標準和名に置き換えて扱った．
標本や写真に基づく種の同定は主に中坊（編） 

（2013）と沖山（編） （2014），Grande（2010），Fink（1993） 
に従った．科および種の配列は主に本村（2022） に
従ったが，掲載されていない国外外来種については，
Nelson et al.（2016）などを参考に配列した．標準和
名および学名は主に本村（2022）に従ったが，掲載さ
れていない国外外来種の学名または和名については，
外山・山崎（2022），自然環境研究センター（2019），
野内ほか（2008），萩原・熊谷（編） （2007）に準拠し
た．これらの国外外来種には標準和名がないため，観
賞魚として流通する際の流通名などを和名として便宜 

的に掲載したが，そのような場合には二重引用符（“ ”）
を付して表記した．表 1の在来種，国内外来種，国
外外来種の区分は主に松沢・瀬能（2008），荒山ほか 

（2012），細谷（編） （2019）に従った．在来種につい
ては，環境省と茨城県のレッドリスト（茨城県生活環
境部環境政策課（編）, 2016; 環境省, 2020）への掲載状
況も表記した．

結果および考察

48編の文献資料から抽出された淡水・汽水魚類は
計 139種であった（表 1）．この 139種うち，証拠標
本に基づいて確認された種は 112種，証拠写真に基づ
いて確認された種は 10種，証拠標本・写真が残され
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ていない種は 17種であった（表 1）．すなわち，証拠
標本・写真がある茨城県産汽水・淡水魚類は 122種で
あった．なお，証拠標本・写真がある 122種には，分
類学的な進展があったため過去の記録の取り扱いにつ
いて留意すべきものが含まれていた．
以下では，今後の茨城県産汽水・淡水魚類目録の更
新に向けてさらなる調査・検討が必要なものとして，
1. 証拠写真に基づいて確認された種，2. 証拠標本・写
真が残されていない種，3. 証拠標本・写真はあるもの
の分類学的進展から過去の記録の取り扱いに留意すべ
きものを取り上げて，種ごとに備考を記した．なお，
表 1と同様に，種名に付した *，**，†は，それぞれ
国外外来種，国内外来種，在来種を示す．

1．証拠写真に基づいて確認された種

ミツバヤツメ†Entosphenus tridentatus (Richardson, 

1836)　本種は涸沼において採集されている（稲葉, 

2016d）．標本はアクアワールド茨城県大洗水族館に所
蔵されている．ただし，標本番号が付されていないた
め，本報では稲葉（2016d）の写真記録として扱った．
ダウリアチョウザメ属の一種 *Huso sp.　本種は霞
ヶ浦において記録されている（野内ほか, 2008）．写真
は現存するものの（図 1A），画像から得られる形態的
特徴のみでは種の同定ができなかったため，本報では
野内ほか（2008）に基づき，ダウリアチョウザメ属の
一種とするにとどめた．
“トロピカルガー”*Atractosteus tropicus Gill, 1863 

本種は霞ヶ浦において記録されている（野内ほか, 

2008）．写真が現存している（図 1B）．
中国タナゴの一種 *　本種は霞ヶ浦において記録さ
れている（萩原・熊谷（編）, 2007）．写真が現存して
おり（萩原・熊谷（編）, 2007），形態的特徴からは日
本産ではないタナゴ亜科魚類と考えられるが，それ以
上の精査ができず，種同定には至らなかった．
“パキスタンローチ” *Botia lohachata Chaudhuri, 

1912　本種は霞ヶ浦において記録されている（野内ほ
か, 2008）．萩原・熊谷（編） （2007）において「ボテ
ィアの一種」として写真により記録されている個体は，
野内ほか（2008）の記録の根拠となる個体と同一であ
る．
ギンザケ **Oncorhynchus kisutch (Walbaum, 1792) 

本種は稲葉ほか（1996）により記録されており，ひた
ちなか市の那珂川で採集された個体の写真が現存して

いる（図 1C）．なお，那珂川において採集された本種
は養殖個体由来と考えられている（稲葉, 2007a）．
ブラウントラウト *Salmo trutta Linnaeus, 1758　本種
は大北川において記録されており（稲葉, 1998, 2007a），
写真が現存している（図 1D）．
太平洋系陸封型イトヨ**Gasterosteus aculeatus subsp. 1 

本種は，県内においては，日立市水木町の泉が森に
のみ生息していることが知られ，写真が残されている 

（稲葉, 1998）．なお，この個体群は，栃木県那須地方か
ら移植されたものである可能性が示唆されている（稲
葉, 1998, 2016a）．
“サンシャインバス” *Morone saxatilis (Walbaum, 

1792) とM. chrysops (Rafinesque, 1820) の交雑種　本交
雑種は管理釣り場で利用されていた（自然環境研究セ
ンター, 2019）．県内では霞ヶ浦において記録されてお
り（野内ほか, 2008），写真が現存している（図 1E）．
イドミミズハゼ†Luciogobius pallidus Regan, 1940 

本種は 2011年に那珂川において記録されており（加
納, 2016; 国土交通省, 2022），写真が現存している（加
納, 2016）．

2．証拠標本・写真が残されていない種

文献資料中の魚種の中には，現在の県内での分布状
況や科学的知見に基づくと種同定に疑義がもたれるも
のの，証拠となる標本と写真のどちらも残されておら
ず再検討が困難なものが 17種含まれていた．各種の
概要について，以下に記した．
“アリゲーターガー” *Atractosteus spatula (Lacépède, 

1803)　本種は霞ヶ浦において記録されている（野内
ほか, 2008）．
“スポッテッドガー” *Lepisosteus oculatus Winchell, 

1864　本種は霞ヶ浦において記録されている（野内ほ
か, 2008）．
ズ ナ ガ ニ ゴ イ **Hemibarbus longirostris (Regan, 

1908)　本種の自然分布域は近畿地方以西の本州であ
り，その形態的特徴からニゴイ Hemibarbus barbusの
幼魚と混同され誤同定されることがある（向井ほか, 

2012）．増田（1975）と高橋（1976）およびレイモン・
アザディ（1983）により霞ヶ浦，鬼怒川，小貝川，菅
生沼などに生息していたとされている．
“レッドテールブラックシャーク” *Labeo bicolor 

Smith, 1931　本種は霞ヶ浦において記録されている
（野内ほか, 2008）．
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ていない種は 17種であった（表 1）．すなわち，証拠
標本・写真がある茨城県産汽水・淡水魚類は 122種で
あった．なお，証拠標本・写真がある 122種には，分
類学的な進展があったため過去の記録の取り扱いにつ
いて留意すべきものが含まれていた．
以下では，今後の茨城県産汽水・淡水魚類目録の更
新に向けてさらなる調査・検討が必要なものとして，
1. 証拠写真に基づいて確認された種，2. 証拠標本・写
真が残されていない種，3. 証拠標本・写真はあるもの
の分類学的進展から過去の記録の取り扱いに留意すべ
きものを取り上げて，種ごとに備考を記した．なお，
表 1と同様に，種名に付した *，**，†は，それぞれ
国外外来種，国内外来種，在来種を示す．

1．証拠写真に基づいて確認された種

ミツバヤツメ†Entosphenus tridentatus (Richardson, 

1836)　本種は涸沼において採集されている（稲葉, 

2016d）．標本はアクアワールド茨城県大洗水族館に所
蔵されている．ただし，標本番号が付されていないた
め，本報では稲葉（2016d）の写真記録として扱った．
ダウリアチョウザメ属の一種 *Huso sp.　本種は霞

ヶ浦において記録されている（野内ほか, 2008）．写真
は現存するものの（図 1A），画像から得られる形態的
特徴のみでは種の同定ができなかったため，本報では
野内ほか（2008）に基づき，ダウリアチョウザメ属の
一種とするにとどめた．
“トロピカルガー”*Atractosteus tropicus Gill, 1863 

本種は霞ヶ浦において記録されている（野内ほか, 

2008）．写真が現存している（図 1B）．
中国タナゴの一種 *　本種は霞ヶ浦において記録さ
れている（萩原・熊谷（編）, 2007）．写真が現存して
おり（萩原・熊谷（編）, 2007），形態的特徴からは日
本産ではないタナゴ亜科魚類と考えられるが，それ以
上の精査ができず，種同定には至らなかった．
“パキスタンローチ” *Botia lohachata Chaudhuri, 

1912　本種は霞ヶ浦において記録されている（野内ほ
か, 2008）．萩原・熊谷（編） （2007）において「ボテ
ィアの一種」として写真により記録されている個体は，
野内ほか（2008）の記録の根拠となる個体と同一であ
る．
ギンザケ **Oncorhynchus kisutch (Walbaum, 1792) 

本種は稲葉ほか（1996）により記録されており，ひた
ちなか市の那珂川で採集された個体の写真が現存して

いる（図 1C）．なお，那珂川において採集された本種
は養殖個体由来と考えられている（稲葉, 2007a）．
ブラウントラウト *Salmo trutta Linnaeus, 1758　本種
は大北川において記録されており（稲葉, 1998, 2007a），
写真が現存している（図 1D）．
太平洋系陸封型イトヨ**Gasterosteus aculeatus subsp. 1 

本種は，県内においては，日立市水木町の泉が森に
のみ生息していることが知られ，写真が残されている 

（稲葉, 1998）．なお，この個体群は，栃木県那須地方か
ら移植されたものである可能性が示唆されている（稲
葉, 1998, 2016a）．
“サンシャインバス” *Morone saxatilis (Walbaum, 

1792) とM. chrysops (Rafinesque, 1820) の交雑種　本交
雑種は管理釣り場で利用されていた（自然環境研究セ
ンター, 2019）．県内では霞ヶ浦において記録されてお
り（野内ほか, 2008），写真が現存している（図 1E）．
イドミミズハゼ†Luciogobius pallidus Regan, 1940 

本種は 2011年に那珂川において記録されており（加
納, 2016; 国土交通省, 2022），写真が現存している（加
納, 2016）．

2．証拠標本・写真が残されていない種

文献資料中の魚種の中には，現在の県内での分布状
況や科学的知見に基づくと種同定に疑義がもたれるも
のの，証拠となる標本と写真のどちらも残されておら
ず再検討が困難なものが 17種含まれていた．各種の
概要について，以下に記した．
“アリゲーターガー” *Atractosteus spatula (Lacépède, 

1803)　本種は霞ヶ浦において記録されている（野内
ほか, 2008）．
“スポッテッドガー” *Lepisosteus oculatus Winchell, 

1864　本種は霞ヶ浦において記録されている（野内ほ
か, 2008）．
ズ ナ ガ ニ ゴ イ **Hemibarbus longirostris (Regan, 

1908)　本種の自然分布域は近畿地方以西の本州であ
り，その形態的特徴からニゴイ Hemibarbus barbusの
幼魚と混同され誤同定されることがある（向井ほか, 

2012）．増田（1975）と高橋（1976）およびレイモン・
アザディ（1983）により霞ヶ浦，鬼怒川，小貝川，菅
生沼などに生息していたとされている．
“レッドテールブラックシャーク” *Labeo bicolor 

Smith, 1931　本種は霞ヶ浦において記録されている
（野内ほか, 2008）．
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シナイモツゴ†Pseudorasbora pumila Miyadi, 1930 

本種の自然分布域は新潟県，長野県，関東地方以北の
東北地方であるが（川瀬, 2019），関東地方では東京都
葛飾区のため池で 1942年に，また，群馬県館林市の
城沼で 1951年に採集された記録を最後に途絶えてい
る（中村, 1969）．過去に本種が関東平野に自然分布し
ていたことから考えると，茨城県が自然分布域に含ま
れていた可能性はある．実際に水戸市内のため池から
の本種の記録はあるが（水戸市, 1990），証拠となる写
真や標本がなく，その後の網羅的な採集調査でも確認
されていないため，現時点では再検討ができない（稲
葉, 2014）．

デメモロコ **Squalidus japonicus japonicus (Sauvage, 

1883)　本種はスゴモロコ **S. chankaensis biwae (Jordan 

and Snyder, 1900) と形態が類似する（細谷, 2013a）．常
陸太田市や水海道市で記録されているが（増田, 1975, 

2003; 金砂郷の自然編集委員会（編）, 1998），これらの
うち，常陸太田市の記録については，同地での追加調
査においてスゴモロコしか得られていないことが報告
されている（稲葉, 2007a）．さらに，著者らが，ミュー
ジアムパーク茨城県自然博物館に収蔵されている県内
産デメモロコの標本（INM-1-31799， 42653-42655）を
確認したところ，すべてスゴモロコであった．したが
って，これまでの県内のデメモロコの記録は誤同定の
可能性がある．

コウライモロコ **Squalidus chankaensis tsuchigae 

(Jordan and Hubbs, 1925)　本亜種は濃尾平野，和歌山
県紀ノ川から広島県芦田川の本州瀬戸内側，四国の吉
野川，朝鮮半島西部に自然分布し，形態が酷似する琵
琶湖固有亜種のスゴモロコとは，体長に対する体高や
頭長の比率および顎長に対する口ひげ長の比率などに
よって識別される（牧, 1996; 細谷, 2013a）．茨城県内
の水系（霞ヶ浦を含む利根川水系， 那珂川， 久慈川な
ど）には琵琶湖固有亜種のスゴモロコが導入され定着
しているが（小藤ほか, 1999; 増子・浜田, 2001; 根本ほ
か, 2011），那珂川などで稀にコウライモロコの記録も
ある（国土交通省, 2022）．ただし，両亜種は遺伝的に
も形態的にも明瞭に区別できないとする見解が示され
ているなかで（柿岡ほか, 2007），両亜種の非在来分布
地域である茨城県において両亜種を形態的特徴のみで
識別するのは難しいのが実状である．著者らが，ミュ
ージアムパーク茨城県自然博物館に収蔵されていた鬼
怒川産コウライモロコの標本（INM-1-47097，47098）

を形態的特徴に基づいて精査した結果，INM-1-47097

は牧（1996）と細谷（2013a）に基づきコウライモロ
コに同定されたが，INM-1-47098は牧（1996）でスゴ
モロコに同定され，細谷（2013a）では両亜種の中間
的な形態でいずれか一方に同定できなかった．前述の
見解も示されているため，前者の標本の同定について
も確証が持てない．本報では慎重を期して，これまで
通り，スゴモロコのみを証拠標本がある種の記録とし
た．

イワトコナマズ **Silurus lithophilus (Tomoda, 1961)

レイモン・アザディ（1983）により久慈川に生息してい
たとされている．本種の自然分布域は琵琶湖，余呉湖，
淀川水系に限られるため（細谷, 2013b），県内では一時
的に侵入しただけで定着しなかったか，形態が類似す
る同属のナマズ **S. asotus Linnaeus, 1758と誤同定され
た可能性がある．
“レッドテールキャットフィッシュ” *Phractocephalus 

hemioliopterus (Bloch and Schneider, 1801)　本種は霞ヶ
浦において記録されている（野内ほか, 2008）．
“ セ ル フ ィ ン プ レ コ ” *Glyptoperichthys gibbiceps 

(Kner, 1854)　本種は霞ヶ浦において記録されている
（野内ほか, 2008）．

“トリニダードプレコ” *Pterygoplichthys cf. anisitsi 

霞ヶ浦において記録されている（野内ほか, 2008）．
“ブラックゴースト” *Apteronotus albifrons (Linnaeus, 

1766)　本種は霞ヶ浦において記録されている（野内ほ
か, 2008）．

カラフトマス†Oncorhynchus gorbuscha (Walbaum, 

1792)　本種は茨城県教育委員会（1972）によって鬼
怒川に分布するとされているが，これは聞き取りによ
る情報である．しかしながら，過去に栃木県の那珂川
において遡上が確認されているため（手塚, 1988），県
内河川においても採集される可能性がある．

カワマス *Salvelinus fontinalis (Mitchill, 1814)　本種
は大北川において記録されている（稲葉, 1998）．
“ホワイトバス” *Morone chrysops (Rafinesque, 1820) 

本種は霞ヶ浦において記録されている（浜田ほか, 

1998; 野内ほか, 2008）．
シ マ ウ キ ゴ リ†Gymnogobius opperiens Stevenson, 

2002　稲葉（1998）により十王川から，東海村の自然
調査会（編） （2018）により東海村の水路から記録さ
れている．これらのうち，東海村の自然調査会（編） 
（2018）には，写真が示されているが，同属他種との
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同定形質である背鰭の斑紋や尾鰭基底のＹ字斑（明仁
ほか, 2013）が写真からは確認できず，同定ができな
かった．

クロダハゼ†Rhinogobius kurodai (Tanaka, 1908)　本
種は霞ヶ浦を含む利根川水系で採集されている（国土
交通省, 2022）．

3． 証拠標本・写真はあるが分類学的進展によって過

去の記録の取り扱いを留意すべきもの　

証拠標本・写真はあるものの，分類学的な進展によ
って過去の記録の取り扱いに留意が必要なものは 15

種であった．これらの記録の取り扱いについて下記に
示した．

スナヤツメ　従来の「スナヤツメ」には遺伝的に高
度に分化するが形態的に区別できない 2種が含まれ
ており（Yamazaki and Goto, 1996, 1997, 1998），現在は
それぞれスナヤツメ北方種†Lethenteron sp. Nとスナヤ
ツメ南方種 Lethenteron sp. Sと呼ばれる（本村, 2022）．
県内各地で採集した個体は，遺伝子解析により北方種
に同定されており（稲葉, 2016c），南方種は未記録で
あるため，本報では「スナヤツメ」と記録されている
資料は便宜的にスナヤツメ北方種の記録として扱っ
た．

ウナギ　従来，「ウナギ」という和名は，ウナギ
属 Anguilla 全般を指す場合と，Anguilla japonica† 

Temminck and Schlegel, 1846 単一種を指す場合があ
り，これらの混乱を避けるため，A. japonicaの標準和
名として「ニホンウナギ」が提唱された（塚本ほか, 

2010）．したがって，本報では，「ウナギ」と記録され
ている資料はニホンウナギの記録として扱った．

カワムツ　従来の「カワムツ」には 2型（A型，B

型） が存在することが知られ（中村, 1963），Hosoya et 

al.（2003）により，それぞれヌマムツ **Nipponocypris 

sieboldii (Temminck and Schlegel, 1846) とカワムツ **N. 

temminckii (Temminck and Schlegel, 1846) として記載さ
れた．それ以前の記録において「カワムツ」とだけ記
載され，A型あるいは B型と示されていない資料は，
いずれかの種と特定することができないため，本報で
は記録として扱わなかった．

カマツカ　従来の「カマツカ」には遺伝的・形態
的に区別できる 3種が含まれており，Tominaga and 

Kawase（2019）によりナガレカマツカ Pseudogobio 

agathonectris Tominaga and Kawase, 2019およびスナゴ

カマツカ†P. polystictus Tominaga and Kawase, 2019 が，
カマツカ **P. esocinus (Temminck and Schlegel, 1846) と
は別種として新種記載された．本県を含む東日本には
スナゴカマツカのみが自然分布するとされているが
（Tominaga et al., 2016; Tominaga and Kawase, 2019），久
慈川水系浅川においてカマツカと同様のハプロタイプ
をもつ個体が確認されており（Tominaga et al., 2016），
県内にカマツカが侵入しているのは確実だと考えられ
る．ただし，2019年以前に「カマツカ」と記録され
ている資料については，両種が区別されていないため，
本報ではスナゴカマツカあるいはカマツカの記録とし
て扱わなかった．

ヒガイ　日本産ヒガイ属 Sarcocheilichthysは Hosoya

（1982） により 3種 （アブラヒガイ Sarcocheilichthys 

biwaensis Hosoya, 1982， ビワヒガイ **S. variegatus 

microoculus Mori, 1927， カワヒガイ S. v. variegatus 

(Temminck and Schlegel, 1846)） に整理された．これら
3種はすべて本県に自然分布しないため，単に「ヒガ
イ」として記録されている資料は，3種のうちいず
れかに特定することができない．したがって，「ヒガ 

イ」と記録されている資料は本報では記録として扱わ
なかった．

フナ　日本産フナ属 Carassiusには，オオキンブ
ナ Carassius buergeri buergeri (Temminck and Schlegel, 

1846)， ニ ゴ ロ ブ ナ C. b. grandoculis (Temminck and 

Schlegel, 1846)，ナガブナ C. b. subsp. 1，キンブナ†C. 

b. subsp. 2，ゲンゴロウブナ **C. cuvieri (Temminck and 

Schlegel, 1846)，ギンブナ†Carassius sp.の 6種・亜種
が知られている（細谷, 2013a）．「フナ」はそれらの総
称として用いられる．したがって，本報では，「フナ」
として記録されている資料は種の特定ができないため，
記録として扱わなかった．

シマドジョウ　標準和名としての「シマドジョウ」
という呼称は，別種レベルに分化した 4集団を含むシ
マドジョウ種群 Cobitis biwae species complex全体の混
称として用いられてきた経緯があり，中島ほか（2012） 
により混乱を避けるため破棄することが提唱された．
これらシマドジョウ種群のうち，中部地方以東の本
州に自然分布するのはヒガシシマドジョウ†Cobitis sp. 

BIWAE type Cのみであり（中島ほか, 2012），さらに
県内においてシマドジョウ属 Cobitisの外来種は知ら
れていない．したがって，本報ではシマドジョウと記
録されている資料をヒガシシマドジョウの記録として
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同定形質である背鰭の斑紋や尾鰭基底のＹ字斑（明仁
ほか, 2013）が写真からは確認できず，同定ができな
かった．

クロダハゼ†Rhinogobius kurodai (Tanaka, 1908)　本
種は霞ヶ浦を含む利根川水系で採集されている（国土
交通省, 2022）．

3． 証拠標本・写真はあるが分類学的進展によって過

去の記録の取り扱いを留意すべきもの　

証拠標本・写真はあるものの，分類学的な進展によ
って過去の記録の取り扱いに留意が必要なものは 15

種であった．これらの記録の取り扱いについて下記に
示した．

スナヤツメ　従来の「スナヤツメ」には遺伝的に高
度に分化するが形態的に区別できない 2種が含まれ
ており（Yamazaki and Goto, 1996, 1997, 1998），現在は
それぞれスナヤツメ北方種†Lethenteron sp. Nとスナヤ
ツメ南方種 Lethenteron sp. Sと呼ばれる（本村, 2022）．
県内各地で採集した個体は，遺伝子解析により北方種
に同定されており（稲葉, 2016c），南方種は未記録で
あるため，本報では「スナヤツメ」と記録されている
資料は便宜的にスナヤツメ北方種の記録として扱っ
た．

ウナギ　従来，「ウナギ」という和名は，ウナギ
属 Anguilla 全般を指す場合と，Anguilla japonica† 

Temminck and Schlegel, 1846 単一種を指す場合があ
り，これらの混乱を避けるため，A. japonicaの標準和
名として「ニホンウナギ」が提唱された（塚本ほか, 

2010）．したがって，本報では，「ウナギ」と記録され
ている資料はニホンウナギの記録として扱った．

カワムツ　従来の「カワムツ」には 2型（A型，B

型） が存在することが知られ（中村, 1963），Hosoya et 

al.（2003）により，それぞれヌマムツ **Nipponocypris 

sieboldii (Temminck and Schlegel, 1846) とカワムツ **N. 

temminckii (Temminck and Schlegel, 1846) として記載さ
れた．それ以前の記録において「カワムツ」とだけ記
載され，A型あるいは B型と示されていない資料は，
いずれかの種と特定することができないため，本報で
は記録として扱わなかった．

カマツカ　従来の「カマツカ」には遺伝的・形態
的に区別できる 3種が含まれており，Tominaga and 

Kawase（2019）によりナガレカマツカ Pseudogobio 

agathonectris Tominaga and Kawase, 2019およびスナゴ

カマツカ†P. polystictus Tominaga and Kawase, 2019 が，
カマツカ **P. esocinus (Temminck and Schlegel, 1846) と
は別種として新種記載された．本県を含む東日本には
スナゴカマツカのみが自然分布するとされているが
（Tominaga et al., 2016; Tominaga and Kawase, 2019），久
慈川水系浅川においてカマツカと同様のハプロタイプ
をもつ個体が確認されており（Tominaga et al., 2016），
県内にカマツカが侵入しているのは確実だと考えられ
る．ただし，2019年以前に「カマツカ」と記録され
ている資料については，両種が区別されていないため，
本報ではスナゴカマツカあるいはカマツカの記録とし
て扱わなかった．

ヒガイ　日本産ヒガイ属 Sarcocheilichthysは Hosoya

（1982） により 3種 （アブラヒガイ Sarcocheilichthys 

biwaensis Hosoya, 1982， ビワヒガイ **S. variegatus 

microoculus Mori, 1927， カワヒガイ S. v. variegatus 

(Temminck and Schlegel, 1846)） に整理された．これら
3種はすべて本県に自然分布しないため，単に「ヒガ
イ」として記録されている資料は，3種のうちいず
れかに特定することができない．したがって，「ヒガ 

イ」と記録されている資料は本報では記録として扱わ
なかった．

フナ　日本産フナ属 Carassiusには，オオキンブ
ナ Carassius buergeri buergeri (Temminck and Schlegel, 

1846)， ニ ゴ ロ ブ ナ C. b. grandoculis (Temminck and 

Schlegel, 1846)，ナガブナ C. b. subsp. 1，キンブナ†C. 

b. subsp. 2，ゲンゴロウブナ **C. cuvieri (Temminck and 

Schlegel, 1846)，ギンブナ†Carassius sp.の 6種・亜種
が知られている（細谷, 2013a）．「フナ」はそれらの総
称として用いられる．したがって，本報では，「フナ」
として記録されている資料は種の特定ができないため，
記録として扱わなかった．

シマドジョウ　標準和名としての「シマドジョウ」
という呼称は，別種レベルに分化した 4集団を含むシ
マドジョウ種群 Cobitis biwae species complex全体の混
称として用いられてきた経緯があり，中島ほか（2012） 
により混乱を避けるため破棄することが提唱された．
これらシマドジョウ種群のうち，中部地方以東の本
州に自然分布するのはヒガシシマドジョウ†Cobitis sp. 

BIWAE type Cのみであり（中島ほか, 2012），さらに
県内においてシマドジョウ属 Cobitisの外来種は知ら
れていない．したがって，本報ではシマドジョウと記
録されている資料をヒガシシマドジョウの記録として
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扱った．
ドジョウ　琉球列島を除く日本国内に分布する「ド
ジョウ」には，遺伝的に区別できる在来 2系統と外来
1系統の存在が確認されている（小出水ほか, 2009; 清
水・高木, 2010; Fujimoto et al., 2017）．近年，在来 2系
統はドジョウ†Misgurnus anguillicaudatus (Cantor, 1842) 

とキタドジョウ Misgurnus sp.とされ，形態的な差異
が示されている（中島・内山, 2017）．また，外来 1系
統は中国大陸から導入された集団であり，在来系統と
の識別点が示されている（松井・中島, 2020）．茨城県
内では在来のドジョウと中国大陸系統の形態的特徴を
もつ個体がそれぞれ分布することが確認されており，
標本も存在する（大森健策，未発表）．一方，キタド
ジョウについては県内の山間地の湿地などに生息する
可能性はあるものの，現時点では正式な記録はない．
以上のことから，本報でドジョウとして扱っている記
録には，複数の種または集団が含まれている可能性が
ある．
イワナ　イワナ Salvelinus leucomaenis (Pallas, 1814) 

の亜種として，ゴギ S. l. imbrius Jordan and McGregor，
1925，ヤマトイワナ S. l. japonicus Oshima, 1961，ニッ
コウイワナ S. l. pluvius (Hilgendorf, 1876)，アメマス・
エゾイワナ S. l. leucomaenis (Pallas, 1814) が認められ
ており，茨城県はニッコウイワナとアメマス・エゾ
イワナの分布域とされている（細谷, 2013c）．ただし，
亜種を識別する形態的特徴と遺伝的特徴が必ずしも一
致しない問題があり，イワナの分布域全体を網羅する
研究が必要とされ，これらの亜種が暫定的に使われて
きた実状もある（細谷, 2013c）．これまで茨城県内で
はイワナを亜種レベルまで同定している資料は少ない
（例えば， 位田ほか, 1981; 萩原・熊谷（編）, 2007; 根本
ほか, 2011; 稲葉, 2016b）．本報でも暫定的に亜種とし
て分けておく見解に従うこととし，単に「イワナ」と
して記録されている資料ではなく，ニッコウイワナも
しくはアメマス・エゾイワナと記録されている資料を
記録として扱った．なお，県内においては体側に有色
斑点があるニッコウイワナ†（図 1F）が在来個体群で，
有色斑点が現れないエゾイワナ **（図 1G）が放流由
来の外来個体群であると考えられている（位田ほか, 

1981; 浅野, 1988; 稲葉, 2016b）．
イトヨ　本県においてイトヨ属 Gasterosteusは，ニ

ホンイトヨ†Gasterosteus nipponicus Higuchi, Sakai and 

Goto, 2014 と太平洋系陸封型イトヨ G. aculeatus subsp. 

1の 2種が記録されている（稲葉ほか, 1996）．ニホン
イトヨは 2014年に新種として記載されたが（Higuchi 

et al., 2014），それ以前は「イトヨ日本海型」とよばれ
ていた．太平洋系陸封型イトヨは，上述のとおり，日
立市水木町の泉が森にのみ生息していることが知られ
ている．そこで本報では，泉が森以外における「イト
ヨ」や「降海型イトヨ」の記録を，ニホンイトヨとし
て扱った．
ムサシトミヨ　従来，日本産トミヨ属 Pungitiusの

うち，鱗板が不完全な種はイバラトミヨ Pungitius 

pungitius (Linnaeus, 1758) とされていたが（池田, 1933; 

青柳, 1957），関東平野に生息する個体群については，
イバラトミヨとの形態的・生態的差異に基づき，ム
サシトミヨ†Pungitius sp.の和名が与えられた（中
村, 1963）．高橋（1976）は霞ヶ浦からイバラトミヨ
を記録したが，関東平野に生息する個体群は，ムサ
シトミヨ Pungitius sp.とされていることから（中村,  

1963），これはムサシトミヨの記録である可能性があ
る．細谷（2003）は，1969年に茨城県土浦市でムサ
シトミヨの採集記録があるとしたが，根拠となる写真
や標本は示されていない．国立科学博物館には，霞ヶ
浦において 1968年に採集された標本が収蔵されてい
るが（NSMT-P 19814），著者らが確認した時には標本
の収縮と白化が進んでおり，ムサシトミヨと確実に同
定するには至らなかった．今後，さらなる精査が必要
であるが，本報ではこれらの記録を暫定的にムサシト
ミヨとして扱った．
カジカ　従来の「カジカ」は，1960年代から生態

的特徴によって大卵型と小卵型として区別されてき
た（水野・丹羽, 1961）．現在では，小卵型とウツセミ
カジカ Cottus reinii Hilgendorf, 1879は遺伝的に差がな
いことから，大卵型をカジカ†C. pollux Günther, 1873，
小卵型をウツセミカジカ†とするのが妥当とされてい
る（中坊・甲斐, 2013）．本報でも大卵型と記録されて
いるものはカジカ，小卵型と記録されているものは
ウツセミカジカとして扱い，1961年以前に「カジカ」
として記録されている資料は両者を区別できないた
め，記録として扱わなかった．
チチブ　1987年以降，従来の「チチブ」には，チ

チブ†Tridentiger. obscurus (Temminck and Schlegel, 1845)  

とヌマチチブ †T. brevispinis Katsuyama, Arai and 

Nakamura, 1972の 2種が含まれているとされている
（明仁親王, 1987）．1987年以前の記録については種の
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特定ができないため，本報では記録として扱わなかっ
た．
シマハゼ　1989年以降，従来の「シマハゼ」には
シモフリシマハゼ†Tridentiger bifasciatus Steindachner, 

1881 とアカオビシマハゼ†T. trigonocephalus (Gill, 

1859) の 2種が含まれるとされている（明仁・坂本, 

1989）．「シマハゼ」として記録されている資料は種の
特定ができないため，本報では記録として扱わなかっ
た．
ヨシノボリ　かつて「ヨシノボリ」と呼称されてい
た種は，現在では複数種に分けられている（明仁ほか,  

2013; 細谷（編）, 2019）．単に「ヨシノボリ」と記録さ
れているものは，現在のどの種に該当するか不明なた
め，本報では記録として扱わなかった．
ヨシノボリ属 Rhinogobiusのうち，従来，トウヨシ
ノボリ Rhinogobius sp. OR とされていた種（明仁ほか, 

2000）は，近年の分類学的再検討によってシマヒレヨシ
ノボリ R. tyoni Suzuki, Kimura and Shibukawa, 2019，ト
ウカイヨシノボリR. telma Suzuki, Kimura and Shibukawa, 

2019，クロダハゼ R. kurodai（Tanaka, 1908），ビワヨシ
ノボリ R. biwaensis Takahashi and Okazaki, 2017の 4種に
細分され（鈴木ほか, 2017; Takahashi and Okazaki, 2017; 

Suzuki et al., 2019），さらに，形態的特徴から複数の種，
亜種もしくは個体群が含まれている可能性が示されて
いる（明仁ほか, 2013）．このいわゆる「トウヨシノボリ
種群」に上記の既知種 4種以外の複数種が含まれてい
る可能性があることについては，遺伝学的解析の結果
（Yamasaki et al., 2015） からも読み取れる．ただし，トウ
ヨシノボリ種群の分類学的研究はいまだ過渡期にあり，
図鑑ごとに著者の見解によって種の扱いや標準和名が
異なっている実態がある（例えば， 明仁ほか, 2013; 平嶋,  

2018; 藤田, 2019）．最近の一般向けの図鑑では，トウヨ
シノボリ種群から上記の既知種 4種を除いたものを，再
び「トウヨシノボリ」として再定義しているが（平嶋,  

2018; 藤田, 2019），その形態的特徴や他種との識別点は
必ずしも十分には記されていない．
この状況下において，茨城県内に分布するトウヨシ
ノボリ種群については，いまだに分類学的な精査は進
められていない．例えば，トウヨシノボリ種群のう
ち，雄成魚の背鰭が烏帽子型になるタイプについては
県内の各河川の中・下流域で頻繁に採集されるが，明
仁ほか（2013）では種レベルまで同定できない実態が
ある．また，関東平野の池沼で記録のあるクロダハ

ゼ（明仁ほか, 2013; 鈴木ほか, 2017）については，県
内で標本に基づく正式な報告はない．このような実態
を踏まえて，本報告では分類学的な混乱を避けるた
め，県内で採集されたトウヨシノボリ種群から上記既
知種 4種を除いたものを，便宜的にトウヨシノボリ類†

Rhinogobius sp. OR unidentifiedとして扱った．

今後の展望

本研究の網羅的な調査によって，茨城県内の淡水・
汽水域から記録されている魚類に関する情報が整理さ
れ，証拠となる標本と写真に基づいて，2022年 5月
時点の茨城県産淡水・汽水魚類目録が作成された．前
項の 1～ 3で示したように，この目録は今後精査すべ
き種を含む暫定版だが，証拠標本または写真に基づい
て県内から記録された淡水・汽水魚類は少なくとも
122種であることが明らかとなった．これら 122種の
うち，在来種は 66種，国内外来種は 21種，国外外来
種は 35種であった．また，生活史型別にみると，純
淡水魚が 80種，遡河回遊魚が 9種，降河回遊魚が 3種，
両側回遊魚が 15種，汽水魚が 15種であった．今回の
目録の再検討で得られた知見を今後の茨城県版レッド
リストや茨城県版外来種リストを検討する際の基礎資
料として役立てていくことが望まれる．
今回の調査の過程で，これまでに県内で記録された

淡水・汽水魚類のうち 17種については，証拠標本・
写真が残されていないことも判明した．また，分類学
的な進展があったため，さらに現地調査や標本調査を
実施して，県内での記録の有無を調べる必要があるも
のも見出せた．今後ともこれらの種については分布・
生息情報の収集と精査が必要である．一方で，本研究
で茨城県産淡水・汽水魚類目録に含まれていない種，
もしくは証拠標本・写真が残されていないとした種が，
今後，茨城県内で採集された場合には，標本や写真を
博物館に登録し記録として報告することで，茨城県内
の淡水・汽水魚類相に関する最新の科学的知見が蓄積
されていくことになる．県内の魚類の自然史研究は，
研究者のみならず，市民や生徒・学生などの調査活動
によって支えられているが，個々の調査活動で得られ
た未公表の科学的知見（証拠標本・写真を含む） を集
約するのは難しい実状がある．そのため，県内の淡水・
汽水魚類の保全活動の一環として，これらの関係者が
連携しながら，県内産の新規魚種の証拠標本・写真を
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特定ができないため，本報では記録として扱わなかっ
た．
シマハゼ　1989年以降，従来の「シマハゼ」には
シモフリシマハゼ†Tridentiger bifasciatus Steindachner, 

1881 とアカオビシマハゼ†T. trigonocephalus (Gill, 

1859) の 2種が含まれるとされている（明仁・坂本, 

1989）．「シマハゼ」として記録されている資料は種の
特定ができないため，本報では記録として扱わなかっ
た．
ヨシノボリ　かつて「ヨシノボリ」と呼称されてい
た種は，現在では複数種に分けられている（明仁ほか,  

2013; 細谷（編）, 2019）．単に「ヨシノボリ」と記録さ
れているものは，現在のどの種に該当するか不明なた
め，本報では記録として扱わなかった．
ヨシノボリ属 Rhinogobiusのうち，従来，トウヨシ
ノボリ Rhinogobius sp. OR とされていた種（明仁ほか, 

2000）は，近年の分類学的再検討によってシマヒレヨシ
ノボリ R. tyoni Suzuki, Kimura and Shibukawa, 2019，ト
ウカイヨシノボリR. telma Suzuki, Kimura and Shibukawa, 

2019，クロダハゼ R. kurodai（Tanaka, 1908），ビワヨシ
ノボリ R. biwaensis Takahashi and Okazaki, 2017の 4種に
細分され（鈴木ほか, 2017; Takahashi and Okazaki, 2017; 

Suzuki et al., 2019），さらに，形態的特徴から複数の種，
亜種もしくは個体群が含まれている可能性が示されて
いる（明仁ほか, 2013）．このいわゆる「トウヨシノボリ
種群」に上記の既知種 4種以外の複数種が含まれてい
る可能性があることについては，遺伝学的解析の結果
（Yamasaki et al., 2015） からも読み取れる．ただし，トウ
ヨシノボリ種群の分類学的研究はいまだ過渡期にあり，
図鑑ごとに著者の見解によって種の扱いや標準和名が
異なっている実態がある（例えば， 明仁ほか, 2013; 平嶋,  

2018; 藤田, 2019）．最近の一般向けの図鑑では，トウヨ
シノボリ種群から上記の既知種 4種を除いたものを，再
び「トウヨシノボリ」として再定義しているが（平嶋,  

2018; 藤田, 2019），その形態的特徴や他種との識別点は
必ずしも十分には記されていない．
この状況下において，茨城県内に分布するトウヨシ
ノボリ種群については，いまだに分類学的な精査は進
められていない．例えば，トウヨシノボリ種群のう
ち，雄成魚の背鰭が烏帽子型になるタイプについては
県内の各河川の中・下流域で頻繁に採集されるが，明
仁ほか（2013）では種レベルまで同定できない実態が
ある．また，関東平野の池沼で記録のあるクロダハ

ゼ（明仁ほか, 2013; 鈴木ほか, 2017）については，県
内で標本に基づく正式な報告はない．このような実態
を踏まえて，本報告では分類学的な混乱を避けるた
め，県内で採集されたトウヨシノボリ種群から上記既
知種 4種を除いたものを，便宜的にトウヨシノボリ類†

Rhinogobius sp. OR unidentifiedとして扱った．

今後の展望

本研究の網羅的な調査によって，茨城県内の淡水・
汽水域から記録されている魚類に関する情報が整理さ
れ，証拠となる標本と写真に基づいて，2022年 5月
時点の茨城県産淡水・汽水魚類目録が作成された．前
項の 1～ 3で示したように，この目録は今後精査すべ
き種を含む暫定版だが，証拠標本または写真に基づい
て県内から記録された淡水・汽水魚類は少なくとも
122種であることが明らかとなった．これら 122種の
うち，在来種は 66種，国内外来種は 21種，国外外来
種は 35種であった．また，生活史型別にみると，純
淡水魚が 80種，遡河回遊魚が 9種，降河回遊魚が 3種，
両側回遊魚が 15種，汽水魚が 15種であった．今回の
目録の再検討で得られた知見を今後の茨城県版レッド
リストや茨城県版外来種リストを検討する際の基礎資
料として役立てていくことが望まれる．
今回の調査の過程で，これまでに県内で記録された

淡水・汽水魚類のうち 17種については，証拠標本・
写真が残されていないことも判明した．また，分類学
的な進展があったため，さらに現地調査や標本調査を
実施して，県内での記録の有無を調べる必要があるも
のも見出せた．今後ともこれらの種については分布・
生息情報の収集と精査が必要である．一方で，本研究
で茨城県産淡水・汽水魚類目録に含まれていない種，
もしくは証拠標本・写真が残されていないとした種が，
今後，茨城県内で採集された場合には，標本や写真を
博物館に登録し記録として報告することで，茨城県内
の淡水・汽水魚類相に関する最新の科学的知見が蓄積
されていくことになる．県内の魚類の自然史研究は，
研究者のみならず，市民や生徒・学生などの調査活動
によって支えられているが，個々の調査活動で得られ
た未公表の科学的知見（証拠標本・写真を含む） を集
約するのは難しい実状がある．そのため，県内の淡水・
汽水魚類の保全活動の一環として，これらの関係者が
連携しながら，県内産の新規魚種の証拠標本・写真を
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図 1．茨城県内の河川・湖沼で採集された魚類の写真. A. ダウリアチョウザメ属の一種 Huso sp. （2005年
5月 18日　行方市 （旧麻生町） 富田地先霞ヶ浦　張網）; B. “トロピカルガー” Atractosteus tropicus （2006
年 10月 10日　行方市 （旧玉造町） 高須地先霞ヶ浦）; C. ギンザケ Oncorhynchus kisutch （1992年 3月 31 
ひたちなか市那珂川）; D. ブラウントラウト Salmo trutta （2018年 11月 1日　高萩市上君田大北川水系）;  
E. Morone saxatilisと M. chrysopsの交雑種 “サンシャインバス” （2001年 3月 22日　行方市 （旧玉造町） 高
須霞ヶ浦）; F. ニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis pluvius （2014年 11月 4日　久慈川水系）; G. アメマス・
エゾイワナ S. l. leucomaenis （1992年 8月 23日　大子町久慈川水系八溝川）. 写真の撮影者 : A, B, Eは茨城
県内水面水産試験場, C, D, F, Gは稲葉  修.

Fig. 1. Photographs of fishes collected from rivers and lakes in Ibaraki Prefecture. A. Huso sp. collected from Lake 
Kasumigaura, Tomita, Namegata-shi on 18 May 2005; B. Atractosteus tropicus collected from Lake Kasumigaura, 
Takasu, Namegata-shi on 10 October 2006; C. Oncorhynchus kisutch collected from the Naka River, Hitachinaka-
shi on 31 May 1992; D. Salmo trutta collected at the Okita River system, Kamikimida, Takahagi-shi on 1 November 
2018; E. Morone saxatilis × M. chrysops hybrids (sunshine bass) collected from Lake Kasumigaura, Takasu, 
Namegata-shi on 22 May 2001; F. Salvelinus leucomaenis pluvius collected at the Kuji River system on 4 November 
2014; G. S. l. leucomaenis collected at the Yamizo River in the Kuji River system, Daigo-machi on 23 August 1992. 
Photos A, B and E were taken by Ibaraki Prefectural Freshwater Fisheries Research Institute and C, D, F and G by O. 
Inaba.
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s m
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○
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○
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○

○
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 d
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○
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○
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○
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○
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○
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○
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ワ
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○

○
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○

○
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○

○
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○
△
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○
△
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○
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○
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○
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○
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 c
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○
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葉
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;
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葉
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葉
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9;
 (3
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y:
 A

m
, 両

側
回

遊
魚

 a
m

ph
id

ro
m

ou
s f

ish
es

; A
n,

 遡
河

回
遊

魚
 a

na
dr

om
ou

s f
ish

es
; C

a,
 降

河
回

遊
魚

 c
at

ad
ro

m
ou

s f
ish

es
; E

, 汽
水

魚
 e

st
ua

rin
e 

fis
he

s;
 F

, 純
淡

水
魚

 fr
es

hw
at

er
 fi

sh
es

.
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
カ

テ
ゴ

リ
ー

: C
R
，

絶
滅

危
惧

IA
類

; E
N

, 絶
滅

危
惧

IB
類

; V
U

, 絶
滅

危
惧

II類
; N

T,
 準

絶
滅

危
惧

種
; D

D
, 情

報
不

足
; L

P,
 絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

地
域

個
体

群
.

※
1:

 栃
木

県
の

ミ
ツ

バ
ヤ

ツ
メ

.※
2:

 ヤ
マ

メ
無

班
型

の
み

C
R

.  
※

3:
 本

州
の

ニ
ホ

ン
イ

ト
ヨ

.

環
境

省
R

L
茨

城
県

R
D

B
証

拠
標

本
V

ou
ch

er
 sp

ec
im

en
証

拠
の

種
類

（
表
1．
続
き
，

Ta
bl

e 
1.

  C
on

tin
ue

d）
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1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

13
14

15
16

17
18

19
20

21
22

23
24

25
26

27
28

29
30

31
32

33
34

35
36

37
38

39
40

41
42

43
44

45
46

47
48

サ
ン

フ
ィ

ッ
シ

ュ
科

C
en

tra
rc

hi
da

e
ブ

ル
ー

ギ
ル

*
 L

ep
om

is 
m

ac
ro

ch
iru

s m
ac

ro
ch

iru
s*

F
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
△

A
IN

M
-1

-7
64

50
–7

64
56

コ
ク

チ
バ

ス
*

 M
ic

ro
pt

er
us

 d
ol

om
ie

u 
do

lo
m

ie
u

*
F

○
○

○
○

△
A

IN
M

-1
-9

69
59

, 9
69

60
オ

オ
ク

チ
バ

ス
*

 M
ic

ro
pt

er
us

 sa
lm

oi
de

s*
F

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

△
A

IN
M

-1
-7

64
58

–7
64

61
モ

ロ
ネ

科
M

or
on

id
ae

“ホ
ワ

イ
ト

バ
ス

”*
 M

or
on

e 
ch

ry
so

ps
*

F
○

○
C

“サ
ン

シ
ャ

イ
ン

バ
ス

”*
 M

or
on

e 
sa

xa
til

is
×M

or
on

e 
ch

ry
so

ps
*

F
○

○
B

カ
ワ

ス
ズ

メ
科

C
ic

hl
id

ae
ナ

イ
ル

テ
ィ

ラ
ピ

ア
*

 O
re

oc
hr

om
is 

ni
lo

tic
us

*
F

○
○

○
A

IN
M

-1
-7

64
62

ド
ン

コ
科

O
do

nt
ob

ut
id

ae
ヨ

コ
シ

マ
ド

ン
コ

*
 M

ic
ro

pe
rc

op
s s

wi
nh

on
is

*
F

○
△

A
IN

M
-1

-4
29

40
, 7

65
32

–7
65

35
カ

ラ
ド

ン
コ

*
 O

do
nt

ob
ut

is 
po

ta
m

op
hi

lu
s*

F
○

○
△

A
IN

M
-1

-4
29

30
–4

29
33

カ
ワ

ア
ナ

ゴ
科

El
eo

tri
da

e
チ

チ
ブ

モ
ド

キ
†

 E
le

ot
ris

 a
ca

nt
ho

po
m

a
†

A
m

○
A

N
SM

T-
P 

14
37

86
テ

ン
ジ

ク
カ

ワ
ア

ナ
ゴ

†
 E

le
ot

ris
 fu

sc
a

†
A

m
○

A
N

SM
T-

P 
14

78
0–

14
78

5
カ

ワ
ア

ナ
ゴ

†
 E

le
ot

ris
 o

xy
ce

ph
al

a
†

A
m

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
△

A
D

D
IN

M
-1

-3
22

39
, 3

22
40

, 3
22

41
ハ

ゼ
科

G
ob

iid
ae

マ
ハ

ゼ
†

 A
ca

nt
ho

go
bi

us
 fl

av
im

an
us

†
E

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
△

A
IN

M
-1

-8
31

88
, 4

43
77

–4
43

87
ア

シ
シ

ロ
ハ

ゼ
†

 A
ca

nt
ho

go
bi

us
 la

ct
ip

es
†

E
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
△

A
IN

M
-1

-8
31

89
, 4

43
92

ヒ
モ

ハ
ゼ

†
 E

ut
ae

ni
ic

ht
hy

s g
ill

i†
E

○
○

○
○

○
○

A
N

T
V

U
IN

M
-1

-8
31

91
ヒ

メ
ハ

ゼ
†

 F
av

on
ig

ob
iu

s g
ym

na
uc

he
n

†
E

○
○

○
○

○
○

○
○

○
△

A
IN

M
-1

-8
31

95
ウ

ロ
ハ

ゼ
†

 G
lo

ss
og

ob
iu

s o
liv

ac
eu

s†
E

○
○

○
○

○
○

A
IN

M
-1

-4
43

68
–4

43
76

ビ
リ

ン
ゴ

†
 G

ym
no

go
bi

us
 b

re
un

ig
ii

†
E

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
△

A
N

T
IN

M
-1

-4
43

59
–4

43
65

ジ
ュ

ズ
カ

ケ
ハ

ゼ
†

 G
ym

no
go

bi
us

 c
as

ta
ne

us
†

F
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

△
A

N
T

V
U

IN
M

-1
-4

43
66

, 4
43

67
イ

サ
ザ

**
 G

ym
no

go
bi

us
 is

az
a

**
F

○
○

A
N

SM
T-

P 
11

15
5

エ
ド

ハ
ゼ

†
 G

ym
no

go
bi

us
 m

ac
ro

gn
at

ho
s†

E
○

○
○

○
○

○
○

△
A

V
U

N
T

IN
M

-1
-8

31
96

シ
マ

ウ
キ

ゴ
リ

†
 G

ym
no

go
bi

us
 o

pp
er

ie
ns

†
A

m
○

○
○

C
ス

ミ
ウ

キ
ゴ

リ
†

 G
ym

no
go

bi
us

 p
et

sc
hi

lie
ns

is
†

A
m

○
○

○
○

○
○

○
○

○
△

A
IN

M
-1

-4
43

57
ウ

キ
ゴ

リ
†

 G
ym

no
go

bi
us

 u
ro

ta
en

ia
†

A
m

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

△
A

IN
M

-1
-7

64
95

–7
64

98
シ

ロ
ウ

オ
†

 L
eu

co
ps

ar
io

n 
pe

te
rs

ii
†

A
n

○
○

○
○

○
○

○
○

A
V

U
V

U
IN

M
-1

-9
69

75
, 9

69
76

ミ
ミ

ズ
ハ

ゼ
†

 L
uc

io
go

bi
us

 g
ut

ta
tu

s†
E

○
○

○
○

○
○

○
○

A
V

U
IN

M
-1

-8
32

00
イ

ド
ミ

ミ
ズ

ハ
ゼ

†
 L

uc
io

go
bi

us
 p

al
lid

us
†

F
○

○
B

D
D

ア
ベ

ハ
ゼ

†
 M

ug
ilo

go
bi

us
 a

be
i†

E
○

○
○

○
○

△
A

IN
M

-1
-9

69
78

, 9
69

79
マ

サ
ゴ

ハ
ゼ

†
 P

se
ud

og
ob

iu
s m

as
ag

o
†

E
○

○
A

V
U

C
R

N
SM

T-
P 

35
18

, 3
53

1,
 3

55
0

ヒ
ナ

ハ
ゼ

†
 R

ed
ig

ob
iu

s b
ik

ol
an

us
†

E
○

○
A

IN
M

-1
-8

31
14

–8
31

16
オ

オ
ヨ

シ
ノ

ボ
リ

†
 R

hi
no

go
bi

us
 fl

uv
ia

til
is

†
A

m
○

○
○

○
○

○
○

○
A

N
T

IN
M

-1
-4

72
39

, 4
72

51
, 4

72
01

ク
ロ

ダ
ハ

ゼ
†

 R
hi

no
go

bi
us

 k
ur

od
ai

†
F

△
C

シ
マ

ヨ
シ

ノ
ボ

リ
†

 R
hi

no
go

bi
us

 n
ag

oy
ae

†
A

m
○

○
○

○
○

○
○

A
IN

M
-1

-4
27

76
, 4

72
16

, 4
72

41
ゴ

ク
ラ

ク
ハ

ゼ
†

 R
hi

no
go

bi
us

 si
m

ili
s†

A
m

○
○

○
○

○
○

A
C

R
IN

M
-1

-8
31

17
ト

ウ
ヨ

シ
ノ

ボ
リ

類
†

 R
hi

no
go

bi
us

 s
p.

 O
R

 u
ni

de
nt

ifi
ed

†
A

m
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
△

A
IN

M
-1

-7
64

87
, 7

64
92

, 7
64

93
ボ

ウ
ズ

ハ
ゼ

†
 S

ic
yo

pt
er

us
 ja

po
ni

cu
s†

A
m

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

A
D

D
IN

M
-1

-3
22

48
, 4

72
40

シ
モ

フ
リ

シ
マ

ハ
ゼ

†
 T

rid
en

tig
er

 b
ifa

sc
ia

tu
s†

E
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

△
A

IN
M

-1
-4

43
94

, 8
32

01
ヌ

マ
チ

チ
ブ

†
 T

rid
en

tig
er

 b
re

vi
sp

in
is

†
A

m
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

△
A

IN
M

-1
-4

43
95

, 8
32

02
チ

チ
ブ

†
 T

rid
en

tig
er

 o
bs

cu
ru

s†
E

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

△
A

IN
M

-1
-4

43
96

–4
44

01
ゴ

ク
ラ

ク
ギ

ョ
科

O
sp

hr
on

em
id

ae
チ

ョ
ウ

セ
ン

ブ
ナ

*
 M

ac
ro

po
du

s o
ce

lla
tu

s*
F

○
○

○
○

○
○

○
○

A
IN

M
-1

-4
29

39
, 7

65
31

タ
イ

ワ
ン

ド
ジ

ョ
ウ

科
C

ha
nn

id
ae

カ
ム

ル
チ

ー
*

 C
ha

nn
a 

ar
gu

s*
F

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
△

A
IN

M
-1

-4
44

02
–4

44
05

科
名

と
和

名
Fa

m
ily

 a
nd

 sp
ec

ie
s

生
活

史
型

Li
fe

 c
yc

le
ca

te
go

ry

資
料

番
号

 
R

ef
er

en
ce

 n
um

be
r

*,
 国

外
外

来
種

; *
*,

 国
内

外
来

種
; †

, 在
来

種
.

資
料

番
号

 R
ef

er
en

ce
 n

um
be

r: 
 (1

) 戸
澤

・
中

澤
, 1

95
5;

 (2
) 水

資
源

開
発

公
団

・
資

源
科

学
研

究
所

, 1
96

8;
 (3

) 増
田

, 1
97

5;
 (4

) 高
橋

, 1
97

6;
 (5

) 中
村

, 1
98

9;
 (6

) レ
イ

モ
ン

・
ア

ザ
デ

ィ
, 1

98
3;

 (7
) 中

村
・

稲
葉

, 1
99

5;
 (8

) 稲
葉

ほ
か

, 1
99

6;
 (9

) 稲
葉

, 1
99

8;
 (1

0)
 中

村
・

杉
浦

, 1
99

8;
 (1

1)
 浜

田
ほ

か
, 1

99
8;

 (1
2)

 金
砂

郷
の

自
然

編
集

委
員

会
 (編

), 
19

98
;

(1
3)

 小
藤

ほ
か

, 1
99

9;
 (1

4)
 中

村
・

杉
浦

, 2
00

0;
 (1

5)
 中

村
ほ

か
, 2

00
0;

 (1
6)

 稲
葉

, 2
00

1a
; (

17
) 稲

葉
, 2

00
1b

; (
18

) 増
子

・
浜

田
, 2

00
1;

 (1
9)

 増
田

, 2
00

3;
 (2

0)
 稲

葉
, 2

00
4;

 (2
1)

 増
子

, 2
00

4;
 (2

2)
 猿

渡
ほ

か
, 2

00
6;

 (2
3)

 萩
原

・
熊

谷
 (編

), 
20

07
; (

24
) 稲

葉
, 2

00
7;

 (2
5)

 野
内

ほ
か

, 2
00

8;
 (2

6)
 根

本
ほ

か
, 2

01
1;

 (2
7)

 金
子

ほ
か

, 2
01

1;
 (2

8)
 荒

山
ほ

か
,

20
12

; (
29

) 稲
葉

, 2
01

4;
 (3

0)
 土

屋
ほ

か
, 2

01
6;

 (3
1)

 茨
城

県
生

活
環

境
部

環
境

政
策

課
 (編

), 
20

16
; (

32
) 萩

原
, 2

01
7;

 (3
3)

 大
森

ほ
か

, 2
01

8;
 (3

4)
 萩

原
ほ

か
, 2

01
8;

 (3
5)

 内
田

ほ
か

, 2
01

8a
; (

36
) 内

田
ほ

か
, 2

01
8b

; (
37

) 東
海

村
, 2

01
8;

 (3
8)

 外
山

ほ
か

, 2
01

9;
 (3

9)
 T

om
in

ag
a 

an
d 

K
aw

as
e,

 2
01

9;
 (4

0)
 外

山
ほ

か
, 2

02
1;

 (4
1)

 金
子

ほ
か

, 2
02

1;
 (4

2)
 内

田
ほ

か
, 2

02
1;

 (4
3)

 小
林

ほ
か

, 2
02

2;
 (4

4)
 外

山
・

山
崎

, 2
02

2;
 (4

5)
 山

崎
・

外
山

, 2
02

2;
 (4

6)
 河

川
環

境
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
 (久

慈
川

); 
(4

7)
河

川
環

境
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
 (那

珂
川

); 
(4

8)
 河

川
環

境
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
 (利

根
川

).
○

,県
内

に
お

け
る

記
録

;△
,茨

城
県

か
千

葉
県

か
判

断
で

き
な

い
記

録
.

証
拠

の
種

類
: A

, 証
拠

標
本

; B
, 証

拠
写

真
; C

, 証
拠

な
し

.
生

活
史

型
 L

ife
 c

yc
le

 c
at

eg
or

y:
 A

m
, 両

側
回

遊
魚

 a
m

ph
id

ro
m

ou
s f

ish
es

; A
n,

 遡
河

回
遊

魚
 a

na
dr

om
ou

s f
ish

es
; C

a,
 降

河
回

遊
魚

 c
at

ad
ro

m
ou

s f
ish

es
; E

, 汽
水

魚
 e

st
ua

rin
e 

fis
he

s;
 F

, 純
淡

水
魚

 fr
es

hw
at

er
 fi

sh
es

.
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
カ

テ
ゴ

リ
ー

: C
R
，

絶
滅

危
惧

IA
類

; E
N

, 絶
滅

危
惧

IB
類

; V
U

, 絶
滅

危
惧

II類
; N

T,
 準

絶
滅

危
惧

種
; D

D
, 情

報
不

足
; L

P,
 絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

地
域

個
体

群
.

※
1:

 栃
木

県
の

ミ
ツ

バ
ヤ

ツ
メ

.※
2:

 ヤ
マ

メ
無

班
型

の
み

C
R

.  
※

3:
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効率的に収集し適切に管理するシステムを構築するこ
とが望まれる．
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